
PLANET（HIVとともに生きる会）

第27回エイズキャンドルパレード

小田切孝子

目に見える形でのHIV・AIDSエイズ啓発活動

①商店街の店へのアウトリーチ活動において、レッドリボンを飾るお店が増えていくこと
②パレードのアピール性

対象となった人数
（実質）

パレード参加者は学生、一般市民、医療関係、ボランティア団体他

事
業
実
績 具体的な活動内容

パレードの2週間前から、商店街約２７０軒を訪問して、啓発活動の中でレッドリボンを渡
し、店頭に飾ってもらう依頼を行った（約８０軒が実施）。
このリボン作成は、学生と一緒に行っている。
また、アウトリーチの活動も学生が主体で行った。
当日は、鴨川河川敷でのオープニングで始まり、スピーチは、BASE神戸の繁内氏、日
赤の大野先生、さぽーと京都のハンキー氏に依頼した。
パレードでは、紙コップ内に立てたロウソクに火を灯したものを持ち、エイズキャンドルパ
レードのテーマソング「キャンドルパレード」や、「We shall over come」を歌いながら歩い
た。
路上では、学生がHIV/エイズ啓発グッズを歩行者に渡していった。
閉会式では、街灯がない円山公園内でロウソクの火を頼りに、参加者同士の交流を持
ち、ジミーハットリ氏も参加した。
上記の内容の他、5000枚のチラシを作成し、市内の中、高、大学や行政機関、医療関
係機関への配布を行った。

活動の様子

詳細は、以下を参照してください
https://planet-hiv-aids.webnode.jp/
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